別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：総務費　項：企画開発費　目：科学技術振興費
	事業名:｢ぎふ清流国体｣に向けた地域ブランド研究開発事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　総合企画部　研究開発課　研究開発担当　電話番号：058-272-1111（内2487）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11162@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：11,700千円（前年度予算額：11,700千円）

	事業内容


	１　事業の内容


  ぎふ清流国体・清流大会では、全国から多数の来県が見込まれ、これを県農産物・地場産品ＰＲの絶好の機会と捉え、様々なオリジナル農産物・産品で参加者をおもてなしする。このために、県の研究機関が地域の産地、企業と連携し、国体開催までに新たなブランド作りにつながる新品種・新製品の開発、生産・加工技術の開発を推進する。
　本事業では、花飾り、贈呈品、食材、器の４つの観点から研究を推進している。

(１)花飾り
　　①国体に彩りを添える花き新品種(バラ、トルコギキョウ)の育成
(２)贈呈品

　　①早生甘ガキ新品種｢早秋｣｢太秋｣の高品質安定生産の確立
　　②大粒栗の新品種｢ぽろたん｣を使った加工技術及び病害虫果発生抑制技術の開発
(３)食材
　　①｢夏秋イチゴ｣の高品質安定生産技術の開発
　　②岐阜県産霜降り豚肉の高品質化生産技術の確立
　　③清流魚｢カジカ｣の養殖技術の確立

(４)器

　　①国体に向けた新しい陶磁器食器(エコ食器・軽量強化磁器食器)の開発
	２　所要経費


(１)研究経費   11,700　
①研究費　9,736　　②整備費　1,964
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅱ ふるさと岐阜県の資源を活かした活力づくり
１ モノをつくって、地域外からお金を稼ぐ地域をつくる
　　　　       ・県産品のブランド力向上を支援するため、ぎふ清流国体の開催に向け、岐阜県オ
リジナルの農産物、土産品、地場産品を開発する
	２　これまでの取組状況


　　国体での｢おもてなし｣をするための岐阜県オリジナル農水産物や地場産品として、農産物では、花き、夏秋イチゴ、カキ、ぽろたん(クリ)、霜降り豚、カジカについて品目・生産技術の開発を行った。また、地場産品としてリサイクル食器・軽量強化磁器の生産技術開発を行った。
　　これら開発中の農産物・産品について、「国体に向けた新たな産品開発研究シンポジウム」を開催し、関係者に対するＰＲと開発品の検討を行った。
	３　これまでの取組に対する評価


　　平成２０年度から開発を進め、花き新品種、霜降り豚肉、カジカ等のオリジナル農産物を開発した。また、夏秋イチゴ、カキ、ぽろたん(クリ)では、生産性や品質の向上に向けた栽培技術を開発している。

これらの成果は、ブランド確立を目指して生産者に提供され、それぞれの品目について生産の振興・拡大に向けた取組を進めている。　　
	１月１５日時点の査定額の考え方


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	11,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,700

	要求額
	11,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,700

	1月15日時点査定額
	11,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,700

	決定額
	11,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	11,700


